
入試年度 2026 入試方式 一般（春季） 課程 博士前期

研究科 文学 専攻 史学 領域（分野） 東洋史学

出題のねらい

（I）課題文は中国の正史『漢書』と『後漢書』で、後世ことわざとして有名になるフレーズの出典となる文章である。前四史であり、素直な漢文で
ある。また、日本語の国語としての知識もふまえれば、話の状況を推測することも可能であろう。
（II）課題文は、日中戦争終結にあたって蔣介石が中国で行った有名なラジオ演説である。課題文はその冒頭部分のみであるが、日中戦争後における
中国の対日関係、対日認識などを論じる際によく取り上げられるものであり、その歴史背景に関する知識があれば、読解の助けになるものと思われ
る。
（III）語群から３つの用語を選択して説明するという問題。中国前近代・中国近現代・西アジアの用語から選択するもの。どれも基本的な用語であ
るため、ある程度の説明はできるはず。

解答・解答例または採点時の評価ポイント

（I）課題文の大意をきちんと捉えた上で、漢文の基本的な文法事項を適切に理解し表現できているか。基礎的な知識を使って選択肢を選べるかがポ
イント。
（II）歴史の背景知識を踏まえることで、用語の適切な訳出や、論理展開を理解した訳文の作成ができると思われるので、その基礎知識や応用力が評
価のポイント。
（III）基本的な歴史用語について、研究に必要な最低限の知識があるかどうかを、きちんとした日本語で書けているかがポイント。


